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【参考８】 

洗浄剤・化粧品等に係る排出量 
 

洗浄剤・化粧品等の成分として使用される対象化学物質は、界面活性剤として使われる物質と、

中和剤として使われる物質（洗浄剤のみ）がある。本項では、それらの２つの用途に分けて排出量の

推計方法を示す。 
 

Ⅰ 界面活性剤 

１． 届出外排出量として考えられる排出 
界面活性剤は表１に示す需要分野の製品で成分として使用されている。このうち、化粧品、

身体用洗浄剤、洗濯・台所・住宅用等洗浄剤については、ほとんどが家庭で使用され環境中へ

排出されていると考えられる。また、業務用洗浄剤について主に飲食業（食器洗い）や建物サ

ービス業（フロア清掃）などの分野での使用が考えられる（表１）。 
 

表１ 界面活性剤の需要分野と推計区分との対応 

届出外排出量 

需要分野 
家庭 非対象業種 

化粧品 ○  

身体用洗浄剤 ○  

洗濯・台所・住宅用等洗浄剤 ○  

業務用洗浄剤  ○ 

肥料  ○ 
 

２． 推計を行う対象化学物質 
日本界面活性剤工業会及び日本石鹸洗剤工業会によると、界面活性剤として使用され

ている対象化学物質は表２に示す６物質であり、これらについて推計を行う。 
 

表２ 界面活性剤の対象化学物質と出荷量（平成１７年度） 

物質
番号 

対象化学物質名 略称 備考 
全国出荷量

(t/年) 

24 
直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びそ
の塩(アルキル基の炭素数が 10 から 14 ま
でのもの及びその混合物に限る) 

LAS  64,563

166 N,N-ジメチルドデシルアミン=N-オキシド AO アミンオキサイドの一部 6,952

251 
ビス（水素化牛脂）ジメチルアンモニウム=
クロリド 

DAC 
ジアルキルカチオンの一

部 
858

307 
ポリ(オキシエチレン)＝アルキルエーテル
(アルキル基の炭素数が 12 から 15 までの
もの及びその混合物に限る) 

AE  84,665

308 
ポリ（オキシエチレン）=オクチルフェニル
エーテル 

OPE 
p-オクチルフェノールが

原料 
43

309 
ポリ（オキシエチレン）=ノニルフェニルエ
ーテル 

NPE ノニルフェノールが原料 412

注１：日本界面活性剤工業会・日本石鹸洗剤工業会調べ（平成１７年度調査） 

注２：全国出荷量は、対象業種への全国出荷量と「農薬」における推計値を除外している。 
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３． 推計方法 

対象化学物質別・需要分野別の全国出荷量（ｔ/年）が把握できるため、推計対象年度の全国出

荷量は全量使用され、排出されると仮定する。使用量は人口（人）等に比例すると仮定し、都道府

県別の出荷量が算出できる。ただし、ＰＲＴＲにおける届出外排出量としては、下水道へ移行する

数量が含まれないため、都道府県別の下水道普及率及び合併浄化槽の普及率・除去率を考慮し、

下水道への移動量及び浄化槽で除去される量を差し引くことにより、公共用水域への排出量が算

出される（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１：需要分野とは「化粧品」、「身体用洗浄剤」等を示す。 

注２：「肥料」は全量が環境中に排出される（下水道普及率は考慮しない）。 

図１ 界面活性剤に係る排出量の推計フロー 

 

４． 推計結果 

界面活性剤に係る排出量推計結果を図２、表３に示す。界面活性剤に係る対象化学物質（6 物

質）の排出量の合計は約 35 千 t と推計される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 界面活性剤に係る排出量の推計結果（平成１７年度；全国） 

都道府県別・需要分野別・対象化学
物質別の水域への排出量（ｔ/年）

水域への排
出率(=100%)

都道府県別・需要分野別・対象
化学物質別の出荷量（ｔ/年）

需要分野別・対象化学物質
別の全国出荷量（ｔ/年）

都道府県別・需要分野別・対象化学物質別
の公共用水域への届出外排出量（ｔ/年）

都道府県別の下水
道普及率等(%)

都道府県別の
人口（人）等

平成17年度
排出量

（界面活性剤）
約35千t/年

LAS
39%

AE
52%

AO
8%

その他
1%



 ８-3 

 

表３ 界面活性剤に係る排出量推計結果（平成１７年度；全国） 

対象化学物質 全国の届出外排出量（kg/年） 

物質

番号 
物質名 対象業種 非対象業種 家庭 移動体 合計 

24 

直鎖アルキルベンゼンスルホ

ン酸及びその塩（アルキル基

の炭素数が１０から１４までのも

の及びその混合物に限る。） 

1,168,153 12,672,401  13,840,554

166 
Ｎ，Ｎ－ジメチルドデシルアミン

＝Ｎ－オキシド 
1,154,669 1,767,516  2,922,185

251 
ビス（水素化牛脂）ジメチルア

ンモニウム＝クロリド 
70,849 112,598  183,448

307 

ポリ（オキシエチレン）＝アルキ

ルエーテル（アルキル基の炭

素数が１２から１５までのもの及

びその混合物に限る。） 

2,551,082 15,479,764  18,030,845

308 
ポリ（オキシエチレン）＝オクチ

ルフェニルエーテル 
4,033 5,106  9,139

309 
ポリ（オキシエチレン）＝ノニル

フェニルエーテル 
75,610 9,336  84,946

合     計 5,024,396 30,046,722  35,071,117
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Ⅱ 中和剤等 

１． 届出外排出量と考えられる排出 
日本石鹸洗剤工業会によると、中和剤等は家庭用洗浄剤のうち主に住宅用及び洗濯用のものと

業務用洗浄剤に使用されている。家庭用のものについては使用場所で全量が排出されると考えら

れ、推計対象となる。また、業務用洗浄剤については、飲食店、建物サービス業等で使用されるも

のが推計対象となる。 
 

２． 推計を行う対象化学物質 
洗浄剤の中和剤等として使用される 2-アミノエタノール（物質番号：16）、エチレンジアミン四酢酸

（物質番号：４７）について推計を行う。２－アミノエタノールは洗浄剤の製造段階で塩になるものが

あるものの、使用段階では容易に解離して 2-アミノエタノールになり、使用量の全量が水域へ排出

されるものと考えられる。 
 

３． 推計方法 
推計対象年度の全国出荷量は全量使用され、排出されると仮定する。需要分野別の全国出荷

量が把握できるため、家庭用は世帯数等に比例すると仮定し、業務用については飲食店や建物サ

ービス業等の従業員数等に比例すると仮定して都道府県別の届出外排出量を算出する。ただし、

排出された対象化学物質は、界面活性剤同様、公共用水域と下水道に区分する必要があるため、

下水道普及率を考慮し、下水道への移動量を差し引いている。 

なお、合併浄化槽による除去率については、現時点では利用可能なデータが得られないため、

今回の推計においては考慮しないこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 中和剤等に係る排出量の推計フロー 

対象化学物質別・需要分
野別全国出荷量（ｔ/年）

水 域 へ の
排 出 率
(=100%)

対象化学物質別・需要分野
別水域への全国の届出外
排出量（ｔ/年）

都道府県別の人
口、世帯数等

対象化学物質別・需要分野別・
都道府県別公共用水域への届
出外排出量（ｔ/年）

都道府県別下水道
普及率(%)

対象化学物質別・需要分野
別・都道府県別の水域への
届出外排出量（ｔ/年）
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４．  推計結果 

中和剤等に係る排出量推計結果を表４に示す。中和剤等に係る届出外排出量の合計は約1.3千

t と推計される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 対象化学物質の全国使用量（平成１７年度） 

 

 

表４ 中和剤等に係る排出量推計結果（平成１７年度；全国） 

対象化学物質 全国の届出外排出量（kg/年） 

物質

番号 
物質名 対象業種 非対象業種 家庭 移動体 合計 

16 ２－アミノエタノール   81,515 1,171,919  1,253,435 

４７ エチレンジアミン四酢酸  252 23,181  23,433 

合    計   81,767 1,195,100  1,276,867

 

平成17年度
2-アミノエタノール

の全国使用量
約4.4千t/年

下水道（推計
対象外）

69%

公共用水域
29%

対象業種等
（推計対象

外）
16%

平成17年度
エチレンジアミン

四酢酸の
全国使用量

79t/年

公共用水域
30%

下水道（推計
対象外）

70%




